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胸
部
外
科
今
昔｣

と
い
う

テ
ー
マ
を
頂
い
た
が
、
私
は
呼

吸
器
外
科
に
専
従
し
て
き
た
の

で
、
呼
吸
器
外
科
領
域
で
私
ど

も
の
行
っ
て
き
た
こ
と
を
述
べ

た
い
。
呼
吸
器
外
科
の
今
を
代

表
す
る
テ
ー
マ
と
し
て
肺
移
植

と
内
視
鏡
手
術
が
挙
げ
ら
れ
よ

う
が
、
私
ど
も
は
こ
れ
ら
を
知

ら
な
い
世
代
に
属
す
る
の
で
、

私
ど
も
の
生
き
て
き
た
時
代
を

振
り
返
り
た
い
。

私
は
昭
和
29
年
に
大
阪
大
学

を
卒
業
し
、
第
1
外
科
（
小
沢

凱
夫
教
授
）
に
入
局
し
た
。
こ

こ
で
脳
外
科
グ
ル
ー
プ
に
入

り
、「
不
随
意
運
動
疾
患
に
お

け
る
腓
腹
筋
、
ヒ
ラ
メ
筋
の
筋

電
図
学
的
研
究
」
と
い
う
タ
イ

ト
ル
の
論
文
を
書
き
、
学
位
を

頂
い
た
。
そ
の
あ
と
、
当
時
お

礼
奉
公
と
い
わ
れ
て
い
た
傘
下

病
院
へ
の
出
張
で
、昭
和
35
年
、

国
立
大
阪
療
養
所
（
現
、
独
立

行
政
法
人
国
立
病
院
機
構
近
畿

中
央
胸
部
疾
患
セ
ン
タ
ー
）
に

勤
務
す
る
こ
と
に
な
り
、
こ
れ

が
私
の
呼
吸
器
外
科
へ
の
入
り

口
と
な
っ
た
（
写
真
1
）。
当

時
は
肺
結
核
外
科
の
全
盛
時
代

で
、
私
は
澤
村
献
児
先
生
の
指

導
を
受
け
て
、
肺
切
除
や
胸
郭

成
形
術
、
膿
胸
の
手
術
等
に
6

年
間
携
わ
り
、
呼
吸
器
手
術
の

基
本
を
身
に
つ
け
た
。

こ
の
時
代
は
ま
だ
肺
癌
は
稀

な
疾
患
で
あ
り
、
肺
結
核
と
思

っ
て
手
術
し
た
と
こ
ろ
肺
癌
だ

っ
た
と
い
う
よ
う
な
症
例
報
告

を
し
て
い
た
。

昭
和
41
年
、
曲
直
部
寿
夫
教

授
の
就
任
を
う
け
て
、
私
は
呼

吸
器
外
科
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

大
学
に
復
帰
し
た
。
時
代
は
結

核
か
ら
癌
へ
の
急
激
な
変
動
の

時
代
に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
頃

の
肺
癌
は
握
り
拳
く
ら
い
の
大

き
な
も
の
が
大
半
で
、
リ
ン
パ

節
へ
の
転
移
や
周
囲
臓
器
へ
の

浸
潤
を
持
っ
て
い
る
も
の
が
多

か
っ
た
。
だ
か
ら
手
術
は
必
然

的
に
リ
ン
パ
節
の
郭
清
や
浸
潤

臓
器
の
合
併
切
除
の
方
へ
向
か

っ
て
い
っ
た
。
私
た
ち
は
根
治

を
求
め
て
切
除
範
囲
を
ど
ん
ど

ん
拡
大
し
て
い
っ
た
。
そ
の
結

果
、
胸
壁
や
横
隔
膜
、
大
血
管

（
肺
動
脈
、
上
大
静
脈
）
な
ど
が

合
併
切
除
の
対
象
と
な
っ
た
。こ

の
よ
う
な
領
域
で
の
私
た
ち
の

寄
与
は
、
肺
尖
部
浸
潤
癌
に
対

す
る
前
方
経
路
法
に
よ
る
手
術

の
開
発
が
あ
げ
ら
れ
る

1）
。
従

来
用
い
ら
れ
て
き
た
後
方
経
路

で
は
前
方
存
在
の
腫
瘍
へ
の
ア

プ
ロ
ー
チ
が
困
難
で
、
か
つ
上

大
静
脈
や
腕
頭
動
脈
の
処
理
が

困
難
な
こ
と
か
ら
考
案
さ
れ
た
。

気
管
、
気
管
支
の
外
科
も
こ

の
時
代
に
始
ま
っ
た
。
気
管
に

発
生
し
た
平
滑
筋
腫
例
に
気
管

の
管
状
切
除
端
々
吻
合
術
を
実

施
し
た
の
が
始
ま
り
で
、
前
田

昌
純
君（
香
川
医
大
名
誉
教
授
）

の
帰
国
を
得
て
、
多
く
の
術
式

を
多
く
の
症
例
に
実
施
し
た
。

こ
の
方
面
で
の
私
ど
も
の
寄
与

と
し
て
は
、
先
天
性
気
管
狭
窄

に
対
す
る
自
家
食
道
を
用
い
た

気
管
内
腔
拡
大
手
術
法
が
あ
げ

ら
れ
よ
う

2）
。
こ
の
稀
な
疾
患

に
対
し
、
兵
庫
こ
ど
も
セ
ン
タ

ー
津
川 

力
氏
の
提
唱
し
た
自

家
肋
軟
骨
を
用
い
た
拡
大
法
が

広
く
用
い
ら
れ
て
い
た
が
、
補

填
肋
軟
骨
が
や
が
て
吸
収
消
失

す
る
こ
と
か
ら
、
わ
れ
わ
れ
は

自
家
食
道
を
用
い
て
拡
大
さ
れ

た
気
管
内
腔
を
保
持
す
る
よ
う

補
填
す
る
方
法
を
採
用
し
た
。

そ
の
後
、
肋
軟
骨
補
填
法
は
抛

棄
さ
れ
、
気
管
斜
め
切
り
吻
合

法
に
移
行
さ
れ
た
と
聞
く
が
、

こ
の
問
題
は
今
な
お
未
解
決
で

あ
る
。

胸
壁
で
は
漏
斗
胸
手
術
術
式

の
開
発
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
漏

斗
胸
手
術
に
際
し
て
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
方
法
が
用
い
ら
れ
て
き

た
が
、
挙
上
し
た
胸
骨
の
再
陥

没
を
防
ぐ
た
め
、
金
属
ス
ト
ラ

ッ
ト
を
用
い
る
方
法
が
定
着
し

て
き
て
い
る
。
と
く
に
１
９
９

８
年
、N

uss

が
提
唱
し
た
方

法
、す
な
わ
ち
開
胸
を
伴
わ
ず
、

２
つ
の
皮
膚
小
切
開
創
か
ら
ブ

ラ
イ
ン
ド
に
金
属
ス
ト
ラ
ッ
ト

を
胸
骨
下
に
挿
入
す
る
方
法

は
、
小
さ
い
手
術
創
、
少
な
い

手
術
時
間
、
少
な
い
出
血
量
な

ど
の
利
点
で
、
世
界
的
な
普
及

を
み
せ
て
い
る
。
し
か
し
本
法

は
金
属
ス
ト
ラ
ッ
ト
に
よ
る
血

管
の
損
傷
、
長
期
間
（
１
年
6

ヶ
月
以
上
）
の
ス
ト
ラ
ッ
ト
留

置
中
の
疼
痛
や
胸
壁
の
発
育
障

害
、
ス
ト
ラ
ッ
ト
除
去
の
た
め

の
再
手
術
の
必
要
な
ど
の
欠
点

を
伴
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
私
ど
も
は
、
胸
壁
の

未
だ
柔
軟
な
小
児
に
対
し
、
胸

骨
の
短
縮
と
自
家
第
５
肋
軟
骨

を
用
い
た
支
持
用
ブ
リ
ッ
ジ
の

作
成
を
中
核
と
す
る
術
式
を
開

発
し
た

3）
。
本
法
に
よ
り
患
児

胸
郭
は
全
身
の
成
長
と
と
も
に

成
長
し
、
再
手
術
を
必
要
と
せ

ず
金
属
ア
レ
ル
ギ
ー
を
有
す
る

も
の
に
も
適
用
可
能
で
、
小
児

漏
斗
胸
の
基
本
術
式
と
な
り
う

る
と
考
え
て
い
る
。

縦
隔
と
く
に
胸
腺
の
外
科

は
、
私
ど
も
の
主
要
な
研
究
テ

ー
マ
と
な
っ
た
。
私
が
阪
大
第

１
外
科
に
帰
局
し
た
と
き
、
教

室
で
は
武
田
義
章
前
教
授
に
よ

っ
て
縦
隔
腫
瘍
の
診
断
・
手

術
、
重
症
筋
無
力
症
に
対
す
る

胸
腺
摘
出
術
の
研
究
が
緒
に
つ

い
て
い
た
。
私
は
胸
腺
摘
出
に

よ
っ
て
重
症
筋
無
力
症
が
改

善
、
治
癒
す
る
と
い
う
こ
と
が

不
思
議
で
な
ら
ず
、
研
究
の
意

欲
が
高
ま
っ
て
い
た
。

胸
腺
の
外
科
に
つ
い
て
の
第

一
の
貢
献
は
、
拡
大
胸
腺
摘
出

術
の
開
発
で
あ
ろ
う
。
昭
和
44

年
、
私
は
肺
結
核
の
再
発
で
1

年
間
の
入
院
生
活
を
せ
ね
ば
な

ら
な
か
っ
た
。
治
癒
し
て
教
室

に
復
帰
し
た
と
こ
ろ
、
病
床
に

は
胸
摘
を
受
け
た
け
れ
ど
も
症

状
の
改
善
し
な
い
筋
無
力
症
患

者
が
溢
れ
て
い
た
。尋
ね
る
と
、

私
の
留
守
中
、
胸
腺
摘
出
は
頚

部
横
切
り
で
胸
骨
縦
切
を
行
わ

ず
に
実
施
さ
れ
て
い

た
。
私
は
こ
の
方
法
で

は
胸
腺
の
摘
出
が
不
完

全
で
あ
る
と
直
感
し
、

胸
骨
縦
切
で
胸
腺
を
周

囲
脂
肪
組
織
と
もen 

bloc

に
切
除
し
、
組
織

学
的
に
検
討
し
た
と
こ

ろ
、
大
多
数
の
症
例
で

胸
腺
外
の
前
縦
隔
脂
肪

組
織
中
に
散
在
す
る
胸

腺
組
織
を
認
め
、
胸
腺

組
織
の
可
及
的
除
去
に

は
胸
腺
と
周
囲
脂
肪
組

織
と
も
切
除
す
る
こ
と

が
必
要
と
の
結
論
に
達
し
、
こ

れ
を
拡
大
胸
腺
摘
出
術
と
名
づ

け
た

4）
。
そ
し
て
そ
の
手
術
効

果
が
単
純
胸
摘
を
凌
駕
す
る
こ

と
を
認
め
た
。
本
法
は
重
症
筋

無
力
症
に
対
す
る
標
準
的
術
式

と
し
て
定
着
し
て
い
る
。

も
う
一
つ
の
業
績
は
胸
腺
腫

の
病
期
分
類
の
確
立
で
あ
る

5）
。

胸
腺
腫
の
特
徴
と
し
て
、（
1
）

進
行
速
度
が
遅
い
こ
と
、（
2
）

進
展
様
式
と
し
て
は
周
囲
組
織

へ
の
直
接
浸
潤
を
主
と
す
る
こ

と
、（
3
）非
連
続
性
進
展
と
し

て
は
胸
腔
内
播
種
が
主
で
あ

り
、リ
ン
パ
行
性
、血
行
性
転
移

は
稀
で
あ
る
こ
と
、
な
ど
の
諸

点
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
た
。

そ
こ
で
被
膜
浸
潤
の
有
無
に
よ

っ
て
Ⅰ
期
と
Ⅱ
期
を
わ
け
、
周

辺
へ
の
連
続
性
浸
潤
の
あ
る
も

の
を
Ⅲ
期
、
非
連
続
性
進
展
の

あ
る
も
の
は
Ⅳ
期
と
し
、
こ
の

う
ち
播
種
の
み
の
も
の
を
Ⅳ
ａ

期
、
リ
ン
パ
行
性
・
血
行
性
進

展
を
示
す
も
の
を
Ⅳ
ｂ
期
と
す

る
分
類
法
を
提
唱
し
た
。
こ
の

分
類
は
胸
腺
腫
の
生
物
学
的
特

性
を
よ
く
捉
え
て
い
る
と
さ

れ
、広
く
利
用
さ
れ
て
い
る（
写

真
2
）。

呼
吸
器
外
科
と
の
50
年
を
了

え
た
今
、
い
さ
さ
か
の
感
慨
を

も
っ
て
こ
の
50
年
を
回
顧
し
た
。
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─呼吸器外科との50年─
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胸部外科今昔胸部外科今昔

正岡 昭
（名古屋市立大学名誉教授）

1954年 大阪大学医学部卒業
1955年 大阪大学医学部第1外科入局
1960年 国立大阪療養所出向
1978年 大阪大学医学部第1外科助教授
1980年 名古屋市立大学第2外科教授
1996年 同上　退職、名誉教授

写真1　50年前の国立大阪療養所。冷暖房ともなかった

写真2　2009年　国際胸腺悪性腫瘍会議の設立第１回会議
隔年の本会議の最優秀論文にMasaoka賞が授与されることになった。

1996年  健康保険組合連合会大阪中央病院
院長

2002年 同上　退職
 現在に至る。

趣味：オペラ創作
好きな言葉： 悲しく歩めば疲れるが、酔って

歩けば夢の中



JATS NEWSLETTER 2

厚
生
労
働
省
で
検
討
さ
れ
て

い
た
「
専
門
医
の
在
り
方
の
関

す
る
検
討
会
」
の
最
終
報
告
が

２
０
１
３
年
4
月
に
発
表
さ
れ

ま
し
た
。
こ
こ
で
は
日
本
食
道

学
会
の
「
食
道
外
科
専
門
医
制

度
」
お
よ
び
平
成
29
年
度
よ
り

わ
が
国
で
開
始
さ
れ
る
予
定
で

あ
る
「
新
・
専
門
医
制
度
」
の

両
者
に
つ
い
て
概
説
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

1
．
食
道
外
科
専
門
医
制
度

の
将
来
像
に
つ
い
て

日
本
食
道
学
会
は
平
成
21
年

よ
り
食
道
外
科
専
門
医
認
定
を

開
始
し
平
成
24
年
度
ま
で
に
全

国
で
１
９
１
名
の
食
道
外
科
専

門
医
を
認
定
い
た
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
学
会
員
総
数
の
7
％
に

過
ぎ
ず
、
他
学
会
の
専
門
医
と

比
べ
て
厳
し
い
認
定
と
な
っ
て

い
ま
す
。

食
道
外
科
専
門
医
の
位
置
づ

け
は
外
科
学
会
を
1
階
部
分
の

基
盤
学
会
と
し
、
消
化
器
外
科

学
会
を
2
階
部
分
の
サ
ブ
ス
ペ

シ
ャ
リ
テ
ィ
ー
学
会
と
す
る
い

わ
ゆ
る
3
階
部
分
に
相
当
し
ま

す
。
新
し
い
専
門
医
制
度
で
は

食
道
外
科
専
門
医
や
肝
胆
膵
外

科
学
会
の
高
度
技
能
専
門
医
な

ど
の
3
階
部
分
に
相
当
す
る
専

門
医
は
当
面
専
門
医
と
し
て
は

認
め
な
い
方
針
に
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
食
道
外
科
医
に
は

非
常
に
高
い
専
門
性
が
求
め
ら

れ
る
こ
と
か
ら
真
の
意
味
の
専

 
何
の
た
め
の
、誰
の
た
め
の

「
新
・
専
門
医
制
度
」か
？

　 

日
本
食
道
学
会
専
門
医
制
度
委
員
会
・
委
員
長

　 

順
天
堂
大
学
医
学
部
上
部
消
化
管
外
科
学
・
教
授
　
梶
山 

美
明

 

─
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成
と
評
価
─

　
　
　
　
　
　
　
心
臓
血
管
外
科
専
門
医
認
定
機
構
代
表
幹
事

　
　
　
　
　
　
　
東
京
慈
恵
会
医
科
大
学
心
臓
外
科
　
橋
本 

和
弘

（3）
現
在
の
学
会
主
導
の
専
門
医

制
度
は
患
者
の
受
診
行
動
に

必
ず
し
も
有
用
な
制
度
に
な

っ
て
い
な
い
た
め
、
質
が
担

保
さ
れ
た
専
門
医
を
学
会
か

ら
独
立
し
た
中
立
的
な
第
三

者
機
関
で
認
定
す
る
。

（4）
中
立
的
な
第
三
者
機
関
は
専

門
医
の
認
定
と
養
成
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
評
価
・
認
定
を
行
う
。

（5）
専
門
医
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
は

地
域
ご
と
に
病
院
群
を
形
成

し
て
地
域
へ
の
配
置
の
在
り

方
な
ど
を
工
夫
し
て
実
施
す

る
。

ま
た
２
０
１
３
年
5
月
に
日

本
専
門
医
制
評
価
・
認
定
機
構

か
ら
発
表
さ
れ
た
「
専
門
医
制

度
整
備
指
針
」
で
は
学
会
の
会

員
歴
は
問
わ
な
い
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。
以
下
、
今
後
の
問
題

２
０
０
２
年
に
日
本
胸
部
外

科
学
会
、
日
本
心
臓
血
管
外
科

学
会
、
日
本
血
管
外
科
学
会
の

三
学
会
構
成
で
、
学
会
か
ら
中

立
的
立
場
で
専
門
医
認
定
を
行

う
と
の
考
え
で
心
臓
血
管
外
科

専
門
医
認
定
機
構
は
設
立
さ
れ

ま
し
た
。

そ
の
後
、
我
々
は
リ
ス
ク
の

高
い
疾
患
、
手
術
を
担
当
す
る

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
と
し
て

自
ら
を
厳
し
く
律
し
、
真
摯
に

向
か
っ
て
い
く
こ
と
が
使
命
と

考
え
、制
度
の
基
準
見
直
し（
術

者
経
験
数
や
修
練
施
設
手
術
数

の
引
き
上
げ
）
に
取
り
組
み
、

同
時
に
罰
則
規
定
（
専
門
医
資

格
の
一
時
停
止
、
取
り
消
し
）

と
再
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
再
認

定
規
定
の
制
定
、
医
療
安
全
講

習
内
容
の
充
実
に
取
り
組
ん
で

参
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
心

臓
血
管
外
科
専
門
医
・
修
練
医

に
と
っ
て
は
よ
り
高
い
ハ
ー
ド

ル
を
強
い
る
結
果
と
な
っ
て
お

り
ま
す
が
、
他
領
域
か
ら
は
専

門
医
制
度
の
モ
デ
ル
と
し
て
認

識
さ
れ
て
い
ま
す
。

近
年
は
次
の
世
代
を
担
う
心

臓
血
管
外
科
修
練
医
・
専
門
医

に
と
っ
て
、
最
善
の
医
療
が
行

え
る
環
境
整
備
が
必
要
と
考

え
、
修
練
医
・
専
門
医
の
職
場

環
境
の
改
善
を
施
設
責
任
者
に

依
頼
し
て
来
ま
し
た
。
現
在
の

修
練
施
設
数
は
４
６
８
余
り
で

す
が
、
そ
の
約
30
％
が
年
間
症

例
数
50
未
満
で
す
。
心
臓
血
管

手
術
施
設
の
設
置
に
は
地
域
の

要
請
に
加
え
、
循
環
器
内
科
か

ら
の
要
請
、
心
臓
血
管
外
科
医

の
就
職
先
の
確
保
と
様
々
な
理

由
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
、心
臓
血
管
外
科
手
術

実
施
施
設
と
修
練
施
設
は
別
に

考
え
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
考

え
て
い
ま
す
。各
修
練
医
の
手
術

経
験
数
が
少
な
い
日
本
の
現
状

の
中
で
は
効
率
よ
く
、一
定
レ
ベ

ル
の
専
門
医
を
育
て
る
に
は
重

要
な
判
断
で
す
。当
然
、修
練
施

設
に
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
充
実
が

求
め
ら
れ
、
そ
れ
を
評
価
す
る

シ
ス
テ
ム
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

一
方
、Japan Cardiovas-

cular Surgery D
atabase

（
Ｊ

Ｃ
Ｖ
Ｓ
Ｄ
）
機
構
の
成
人
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
が
２
０
０
１
年
に
、

２
０
０
８
年
に
小
児
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
登
録
が
開
始
さ
れ
、
昨
年

ま
で
に
成
人
５
１
６
施
設
、
先

天
性
１
１
１
施
設
が
加
入
し
て

い
ま
す
。
２
０
１
３
年
よ
り
Ｊ

Ｃ
Ｖ
Ｓ
Ｄ
へ
の
登
録
義
務
化
を

行
い
、
そ
れ
に
伴
っ
て
修
練
医

の
修
練
開
始
登
録
も
義
務
づ
け

医
制
度
で
実
施
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
つ
ま
り
、
修

練
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ

っ
て
認
定
が
な
さ

れ
、
実
績
が
評
価
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
プ
ロ

グ
ラ
ム
は
Ｊ
Ｃ
Ｖ
Ｓ
Ｄ
を
利
用

し
、
病
院
（
群
）
の
実
績
（
症

例
数
、
成
績
、
指
導
医
数
）
を

基
に
評
価
さ
れ
る
こ
と
に
な
る

と
思
い
ま
す
。
基
幹
、
関
連
施

設
の
関
係
を
よ
り
明
確
に
し
、

当
該
施
設
の
修
練
期
間
・
内
容

を
ど
う
構
成
す
る
の
か
、
成
人

心
疾
患
、
先
天
性
心
疾
患
、
血

管
疾
患
を
ど
の
よ
う
に
取
り
入

れ
た
構
成
に
す
る
の
か
、
従
来

の
医
局
中
心
と
し
た
枠
組
み
を

脱
し
た
病
院
群
を
考
え
る
の

か
、
地
域
医
療
に
ど
う
配
慮
す

る
の
か
、
施
設
の
修
練
医
定
数

を
ど
う
定
め
る
か
、
そ
の
数
に

見
合
っ
た
指
導
医
数
を
ど
う
判

断
・
確
保
す
る
の
か
を
考
え
て

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
作
成
を
行
っ
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、

そ
の
結
果
も
求
め
ら
れ
ま
す
。

今
、
皆
様
に
は
将
来
あ
る
べ
き

姿
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
考
え
始
め

て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。尚
、

熊
本
で
行
わ
れ
る
第
44
回
日
本

心
臓
血
管
外
科
学
会
総
会
に
お

い
て
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
ど
う
構

築
す
る
か
と
い
う
内
容
で
の
特

別
企
画
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

門
医
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、

新
専
門
医
制
度
で
も
認
め
ら
れ

る
よ
う
活
動
し
て
参
り
ま
す
。

2
．
新
・
専
門
医
制
度
に
つ

い
て厚

労
省
で
検
討
さ
れ
て
い
た

「
専
門
医
の
在
り
方
に
関
す
る
検

討
会
」
の
最
終
報
告
が
公
表
さ

れ
ま
し
た
。会
員
の
皆
様
に
は

ぜ
ひ
一
度
厚
労
省
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
訪
れ
て
ご
一
読
頂
き
た

い
と
思
い
ま
す
。（http://w

w
w

.
m

h
lw

.g
o

.jp
/stf/sh

in
g

i/ 
2r985200000300ju.htm

l

）。

要
約
す
る
と
以
下
の
通
り
に

な
り
ま
す
。（
太
字
は
原
文
ど

お
り
）

（1）
専
門
医
の
定
義
は
「
患
者
か

ら
信
頼
さ
れ
る
標
準
的
な
医

療
を
提
供
で
き
る
医
師
」
と

す
る
。

（2）
目
的
を
「
医
師
の
質
の
一
層

の
向
上
及
び
医
師
の
地
方
偏

在
是
正
を
図
る
こ
と
」
と
し

て
い
る
。

ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て

修
練
医
が
プ
ロ
グ
ラ
ム
通
り
に

修
練
し
て
い
る
か
が
把
握
で
き

ま
す
。
修
練
施
設
認
定
を
受
け

る
際
に
年
間
手
術
数
に
加
え

て
、
修
練
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
作
成

が
基
幹
施
設
に
は
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
そ
の
達
成
度
の
評

価
は
な
さ
れ
て
い
な
い
の
が
現

状
で
す
。
心
臓
血
管
外
科
専
門

医
認
定
機
構
が
取
り
組
も
う
と

考
え
て
い
た
こ
と
が
、
新
専
門

心臓血管外科専門医申請のご案内
本年（2013年）から、心臓血管外科専門医申請（新規・更新）にNCD・JCVSDデータが
利用できます。
1.	 新規申請
 申請期間：2013年7月1日～ 2013年8月31日（消印有効）
  書類審査の後、11月15日（金）秋葉原コンベンションホールにて筆答試験がござい

ます。
2.	 更新申請
  対象者：2009年1月1日認定の方、2009年4月1日認定の方
 申請期間：2013年7月1日～ 2013年8月31日（消印有効）
 業績：2008年9月1日～ 2013年8月31日までのもの
詳細については、心臓血管外科専門医認定機構HPをご覧願います。
http://cvs.umin.jp/

呼吸器外科専門医申請のご案内
1.	 新規申請
 申請期間：2013年7月1日～ 8月25日（必着）
  書類審査の後、11月8日（金）秋葉原コンベンションホールにて筆答試験がございます。
2.	 更新申請対象者： 2009年4月1日認定の方
 申請期間：2013年7月1日～ 2013年8月25日（必着）
 ◆ 業績・手術症例（呼吸器外科に関するものに限る）の期間：2008年9月1日～ 2013年 

8月31日までのもの
詳細については、呼吸器外科専門医合同委員会HPをご覧願います。
http://chest.umin.jp/

食道外科専門医申請のご案内
申請期間：2013年6月1日～ 7月31日（水）午後5時必着
筆記試験・口頭試験が11月16日（土）にございます。
申請条件等、詳細は日本食道外科学会HPをご覧願います。
http://www.esophagus.jp/surgery_approval_02_2013.html

2013年専門医申請

食
道
外
科
専
門
医
制
度

心
臓
血
管
外
科
専
門
医
制
度

専
門
医
制
度
に
つ
い
て 

（1）

専
門
医
制
度
に
つ
い
て 

（1）

点
を
挙
げ
ま
す
。

◦
専
門
医
制
度
は
医
師
の
地
方

偏
在
と
は
別
次
元
の
問
題
で

あ
り
、
医
師
の
地
方
偏
在
は

政
策
に
よ
っ
て
解
消
す
べ
き

と
思
い
ま
す
。

◦
新
・
専
門
医
制
度
で
は
学
会

か
ら
独
立
し
て
臨
床
研
修
制

度
と
同
様
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

よ
る
研
修
を
想
定
し
て
い
ま

す
が
、
こ
れ
で
は
高
い
専
門

性
の
維
持
は
困
難
と
思
わ
れ

ま
す
。

◦
こ
れ
ま
で
日
本
専
門
医
制
評

価
・
認
定
機
構
で
や
る
べ
き

で
あ
っ
た
が
で
き
な
か
っ
た

こ
と
が
新
制
度
で
可
能
に
な

る
か
疑
問
に
思
わ
れ
ま
す
。

従
来
の
専
門
医
制
度
に
お
い

て
専
門
医
の
質
の
劣
化
が
一
部

学
会
の
専
門
医
で
認
め
ら
れ
た

こ
と
は
事
実
で
す
が
、
そ
れ
は

第
三
者
機
関
に
よ
る
各
学
会
の

専
門
医
制
度
の
評
価
が
厳
格
に

行
わ
れ
な
か
っ
た
た
め
で
あ

り
、
従
来
の
学
会
主
導
の
専
門

医
制
度
の
本
質
と
は
無
関
係
で

あ
る
と
思
い
ま
す
。
日
本
胸
部

外
科
学
会
は
患
者
さ
ん
の
た
め

に
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
オ
ー

ト
ノ
ミ
ー
を
発
揮
し
て
新
・
専

門
医
制
度
の
問
題
点
に
つ
い
て

意
見
を
発
信
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

日
本
胸
部
外
科
学
会
専
門
医
制
度
お
よ
び
呼
吸
器
外
科
専
門

医
制
度
は
次
号
№
21
に
掲
載
い
た
し
ま
す
。
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学
会
及
び
専
門
業
者
に
確
認
し
作

成
予
定
で
あ
る
。

３
．
対
外
委
委
員
会
報
告
及

び
協
議
事
項

（
１
）
補
助
人
工
心
臓
治
療
関
連

学
会
協
議
会

指
導
医
の
技
術
指
導
に
関
す
る

内
規
の
変
更
（
個
々
の
植
込
型
Ｌ

Ｖ
Ａ
Ｄ
デ
バ
イ
ス
に
つ
い
て
2
例

ま
で
指
導
医
の
技
術
指
導
を
必

要
）
が
提
案
さ
れ
、
本
理
事
会
で

承
認
さ
れ
た
。

（
２
）
ス
テ
ン
ト
グ
ラ
フ
ト
実
施

基
準
管
理
委
員
会

運
営
協
力
金
の
振
込
と
一
般
社

団
法
人
化
許
諾
に
つ
い
て
の
依
頼

が
あ
り
、
法
人
化
の
件
は
、
問
題

点
が
指
摘
さ
れ
、
許
諾
し
な
い
と

回
答
す
る
こ
と
で
承
認
さ
れ
た
。

（
３
）
コ
ン
テ
グ
ラ
使
用
基
準
管

理
委
員
会

平
成
24
年
度
に
本
会
で
請
け
負

２
０
１
３
年
３
月
26
日
（
火
）
13
：
00
〜
17
：
15

日
本
胸
部
外
科
学
会
第
２
回
理
事
会

第
２
回 

理
事
会
ニ
ュ
ー
ス

（
３
）
学
術
集
会
委
員
会

本
年
か
ら
学
術
集
会
の
Ｐ
Ｇ
Ｃ

と
医
療
安
全
講
習
会
は
学
会
主
催

と
な
り
、
Ｐ
Ｇ
Ｃ
は
研
究
・
教
育

委
員
会
、
医
療
安
全
講
習
会
は
倫

理
安
全
管
理
委
員
会
が
担
当
す

る
。
そ
の
た
め
学
術
集
会
全
般
を

管
轄
す
る
学
術
集
会
委
員
会
に
各

委
員
会
委
員
長
を
委
員
に
追
加
し

た
委
員
構
成
が
提
案
さ
れ
、
承
認

さ
れ
た
。
ま
た
、
学
術
集
会
運
営

会
社
の
評
価
は
、
学
術
集
会
主
催

者
・
学
術
集
会
委
員
・
学
術
集
会

参
会
者
の
評
価
に
基
づ
き
、
総
務

委
員
会
に
て
最
終
検
討
を
す
る
。

（
４
）
財
務
委
員
会

報
告
事
項　

１
）
Ａ
Ｓ
Ｃ
Ｖ
Ｔ

Ｓ
２
０
１
３
へ
の
寄
付
金
の
件
は

理
事
会
持
ち
回
り
審
議
を
行
っ
た

結
果
、
承
認
さ
れ
、
予
備
費
か
ら

支
出
し
た
。　

２
）
呼
吸
器
外
科

サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
教
育
ビ
デ
オ
作

成
費
用
は
交
通
費
・
宿
泊
費
等
を

支
出
し
た
。

協
議
事
項　

１
）
第
65
回
定
期

学
術
集
会
の
余
剰
金
か
ら
第
16
回

A
dvanced H

eart &
 Vascular 

Surgery/O
PCAB

研
究
会
へ
の
寄

付
金
に
つ
い
て
依
頼
が
あ
り
、
協

議
の
結
果
、
承
認
さ
れ
た
。

（
５
）
倫
理
・
安
全
管
理
委
員
会

報
告
事
項　

１
）
規
定
に
よ
り

助
言
（
鑑
定
）
は
個
人
か
ら
の
依

頼
に
は
応
じ
な
い　

２
）
医
道
審

議
会
の
行
政
処
分
へ
の
対
応　

３
）
診
療
行
為
に
関
連
し
た
死
亡

の
調
査
分
析
モ
デ
ル
事
業
負
担
金

支
出
予
定　

４
）
モ
デ
ル
事
業
協

力
関
係
学
会
代
表
者
説
明
会
（
現

状
報
告
、
胸
部
外
科
関
連
3
件
の

報
告
、
統
括
責
任
者
・
推
薦
窓
口

担
当
者
・
評
価
委
員
候
補
リ
ス
ト

作
成
等
の
協
力
依
頼
）　

５
）
一

般
社
団
法
人
設
立
と
な
る
医
療
安

全
全
国
共
同
行
動
へ
の
対
応

協
議
事
項　

１
）
学
術
集
会
に

お
け
る
医
療
安
全
講
習
会
の
企
画

「
ヒ
ア
リ
ー
ハ
ッ
ト
か
ら
学
ぶ
新

規
手
術
の
安
全
管
理
」
が
提
案
さ

れ
、各
専
門
医
認
定
修
練
施
設（
基

幹
施
設
）に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、

そ
の
結
果
を
3
分
野
の
代
表
者
が

発
表
す
る
方
法
を
予
定
し
て
い
る
。

（
６
）
専
門
医
制
度
委
員
会

報
告
事
項　

１
）
各
分
野
専
門

医
制
度
委
員
会
報
告
（
心
臓
血
管

外
科
専
門
医
で
は
登
録
制
度
の
再

整
備
、
呼
吸
器
外
科
専
門
医
で
は

外
科
専
門
医
取
得
者
が
新
規
及
び

更
新
申
請
が
で
き
る
よ
う
に
改
訂

及
び
施
設
申
請
審
査
料
の
改
訂
、

食
道
外
科
専
門
医
で
は
日
本
食
道

学
会
が
外
科
関
連
専
門
医
制
度
委

員
会
に
は
加
盟
）　

２
）
専
門
医

の
あ
り
方
検
討
会
に
関
し
て
（
答

申
書
案
に
対
す
る
意
見
書
を
各
学

会
及
び
認
定
団
体
と
の
連
名
で
提

出　

３
）
本
会
専
門
医
制
度
委
員

会
の
今
後
の
活
動
方
針

（
７
）
研
究
・
教
育
委
員
会

報
告
事
項　

１
）
２
０
１
２
年

サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
開
催
報
告　

２
）

２
０
１
３
年
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
開

催
予
定
（
呼
吸
器
は
7
月
20
日
～

21
日
神
戸
、
心
臓
は
8
月
24
日
～

25
日
神
奈
川
）

ま
た
、
Ｐ
Ｇ
Ｃ
プ
ロ
グ
ラ
ム
立

案
に
つ
い
て
3
学
会
の
合
同
委
員

会
を
立
ち
上
げ
、
心
臓
領
域
に
お

け
る
長
期
的
教
育
環
境
を
作
り
、

Ｐ
Ｇ
Ｃ
の
プ
ラ
ン
を
作
成
す
る
こ

と
が
提
案
さ
れ
、
本
理
事
会
で
承

認
（
血
管
外
科
は
承
認
、
心
臓
血

管
外
科
の
承
認
待
ち
）
さ
れ
た
。

そ
の
際
、
若
手
（
40
歳
）
に
対
す

る
指
導
者
の
教
育
も
検
討
す
る

（
対
象
は
専
門
医
取
得
者
）
こ
と

も
提
案
さ
れ
た
。

（
８
）
診
療
問
題
委
員
会

報
告
事
項　

１
）
補
助
循
環
用

血
液
ポ
ン
プ
カ
テ
ー
テ
ル
（Im

-
pella

）
使
用
基
準
決
定　

２
）

平
成
26
年
度
外
保
連
診
療
報
酬
改

訂
（
技
術
新
設
８
項
目
、
技
術
改

正
4
項
目
、
材
料
新
規
・
改
正
3

項
目
）　

３
）
平
成
25
年
度
外
保

連
分
担
金
と
平
成
24
年
収
支
決
算

報
告

（
９
）
総
務
・
渉
外
委
員
会

報
告
事
項　

１
）
勤
務
医
師
賠

償
保
険
の
保
険
料
引
き
下
げ
は
２

０
１
４
年
以
降
検
討　

２
）
勤
務

医
師
賠
償
責
任
保
険
に
刑
事
弁
護

士
費
用
担
保
追
加
条
項
が
自
動
付

帯
さ
れ
、
刑
事
訴
訟
に
か
か
る
弁

護
士
費
用
ま
た
は
訴
訟
費
用
が
補

償
さ
れ
る
が
、
有
罪
と
な
っ
た
場

合
は
対
象
外　

３
）
所
得
補
償
保

険
口
数
募
集
に
変
更
の
提
案
が
あ

り
、
理
事
会
持
ち
回
り
審
議
で
承

認
さ
れ
た
。

（
10
）
広
報
（Hom

epage

・In-
t ernet

）
委
員
会

報
告
事
項　

１
）
本
会H

om
e 

page

改
訂
版　

２
）N

ew
s 

Letter

（
11
）
処
遇
改
善
委
員
会

日
本
外
科
学
会
で
行
わ
れ
た
労

働
環
境
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
で
、
本
会
会
員
に
特
化
し
た
デ

ー
タ
を
い
た
だ
き
、
サ
ブ
解
析
を

行
い
、
そ
の
結
果
を
本
年
学
術
集

会
に
て
発
表
予
定
で
あ
る
。

（
12
）
Ｃ
Ｏ
Ｉ
委
員
会

役
員
等
の
利
益
相
反
自
己
申
告

書
の
提
出
依
頼
を
該
当
者
に
行
っ

た
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。
管
理
方

法
は
現
状
把
握
（
項
目
ご
と
の
該

当
者
数
）
と
す
る
。

（
13
）
施
設
集
約
化
委
員
会

報
告
事
項　

１
）
施
設
集
約
化

の
展
望
：
心
臓
血
管
外
科
専
門
医

制
度
の
あ
り
方
を
探
る
と
い
う
特

別
企
画
の
内
容　

２
）
議
事
内
容

（
Ｊ
Ｃ
Ｖ
Ｓ
Ｄ
デ
ー
タ
及
び
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
か
ら
の
解
析
報
告
、

当
該
地
域
の
現
状
報
告
、
40
例
ル

ー
ル
猶
予
措
置
、
新
専
門
医
制
度

施
行
時
の
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
今

後
の
検
討
事
項
）

２
．
推
戴
状
及
び
賞
状
の
件

基
本
形
式
が
違
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
の
指
摘
が
あ
り
、
他

１
．
各
種
委
員
会
報
告
及
び

協
議
事
項

（
１
）
会
誌
編
集
委
員
会

報
告
事
項　

１
）
現
在
の
投
稿

状
況
（
受
付
・
掲
載
論
文
数
、
掲

載
ま
で
の
期
間
短
縮
）　

２
）

Im
pact factor

獲
得
に
向
け
て

（Citation

状
況
、
地
方
会
で
の
説

明
）　

３
）
Ｇ
Ｔ
Ｃ
Ｓ
の
呼
吸
器

外
科
学
会official journal

、
心

臓
血
管
外
科
学
会affiliated 

journal

化
は
各
学
会
の
承
認
は

得
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
編
集
委

員
長
に
本
会
の
副
委
員
長
に
就
任

し
て
い
た
だ
く
。
本
件
は
5
月
号

の
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
に
概
要
を
告

知
後
、
6
月
号
か
ら
表
紙
の
体
裁

を
変
更
す
る
。
本
会
会
員
で
は
な

い
両
学
会
の
会
員
に
は
そ
れ
ぞ
れ

の
会
員
専
用
ペ
ー
ジ
か
ら
閲
覧
が

で
き
る
よ
う
に
す
る
。

協
議
事
項　

１
）
評
議
員
資
格

に
Ｇ
Ｔ
Ｃ
Ｓ
へ
の
投
稿
実
績
を
追

加
す
る
件
は
継
続
審
議
（
食
道
学

会
で
は
理
事
立
候
補
に
投
稿
履
歴

が
必
要
）　

２
）Instruction for 

authors

は
改
訂
版
作
成
中　

３
）

Publisher

変
更
に
つ
い
て
（
委

員
長
が
再
検
討
）　

４
）O

pen 
Access

の
費
用
に
出
版
社
で
か

な
り
の
差
が
あ
る　

５
）
Ｇ
Ｔ
Ｃ

Ｓ
冊
子
体
送
本
中
止
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
は
、
Ｗ
ｅ
ｂ
回
答
は
７
０
２

名
で
回
答
率
8
・
9
％
（
不
要

86
・
5
％
、
必
要
13
・
5
％
）、

Ｆ
ａ
ｘ
回
答
は
８
１
６
名
で
回
答

率
10
・
3
％
（
不
要
84
・
7
％
、

必
要
15
・
3
％
）
で
あ
っ
た
。
送

本
中
止
の
場
合
は
会
費
を
値
下
げ

す
べ
き
と
の
意
見
が
あ
っ
た
が
、

学
会
全
体
の
経
費
節
減
の
一
環
で

あ
る
こ
と
が
再
確
認
さ
れ
た
。
理

事
会
で
は
希
望
者
の
み
学
会
誌
を

送
付
す
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
た

が
、
最
終
的
に
評
議
員
会
の
協
議

事
項
に
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。５
）

Plagiarism

対
策
と
し
てcross-

check

制
の
導
入　

６
）
Ｐ
Ｃ
Ｇ

で
の
Ｇ
Ｔ
Ｃ
Ｓ
関
連
セ
ミ
ナ
ー

（
統
計
な
ど
）
の
開
催
に
つ
い
て

協
議
し
た
。

（
２
）
学
術
委
員
会

報
告
事
項　

１
）
２
０
１
１
年

度
学
術
調
査
結
果　

２
）
２
０
１

２
年
度
学
術
調
査
票
の
件　

３
）
食
道
学
会
か
ら
の
申
し
入

れ
（
日
本
食
道
学
会
認
定
施
設
に

な
る
に
は
、
本
会
学
術
調
査
に
2

年
連
続
し
て
回
答
し
て
い
る
こ
と

が
必
須
条
件
）　

４
）
Ｊ
Ｃ
Ｖ
Ｓ

Ｄ
機
構
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
の
整
合

性
（
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
機
構
と
本
会

で
Ｗ
Ｇ
の
立
ち
上
げ
）

そ
の
他
と
し
て
、
学
術
調
査
結

果
の
利
用
に
つ
い
て
、
評
議
員
会

で
コ
ン
ペ
を
行
う
こ
と
を
ア
ナ
ウ

ン
ス
し
、
学
術
委
員
会
で
選
出
し

て
は
ど
う
か
と
の
提
案
が
あ
り
、

委
員
長
と
副
委
員
長
が
今
秋
の
評

議
員
会
で
ア
ナ
ウ
ン
ス
す
る
方
向

で
検
討
す
る
。
ま
た
、
理
事
長
か

ら
の
学
術
調
査
デ
ー
タ
利
用
の
件

は
承
認
さ
れ
た
。
な
お
、
Ｊ
Ｃ
Ｖ

Ｓ
Ｄ
機
構
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
の
整

合
性
に
つ
い
て
は
学
術
調
査
の
連

続
性
が
な
く
な
ら
な
い
よ
う
1
年

か
け
て
調
整
す
る
。

会員証を用いて本年も学術集会参加証の発行をいたします。必ず会場にお持ちください。現在お
持ちでない、2012年9月11日（火）～2013年9月6日（金）の間に新入会・復会・会員証再発行申
請された方には、10月初旬より順次お手元にお届けいたします。つまり、紛失・破損・汚損や改姓・
改名された方も9月6日（金）までに下記申請いただければ、学術集会前に再発行が可能です。申
請されていない方はお急ぎください。
会場の参加受付機に会員証をかざすと、氏名（漢字・ローマ字）、所属などが参加証に印字・発
行されます。印字内容は10月6日（日）時点でお届け出の情報に基づきます。変更はお早めにお済
ませください。なお、会員証・参加証ともに外字（PC環境で上手く表示されない文字）は置き換
えて印字されます。何卒ご了承ください。
会場では再発行の申請は受付いたしません。下記ご確認の上、別途申請願います。

本年分の再発行申請受付は9/6（金）まで！

会員証と学術集会参加登録について

各種申請

新入会・復会

紛失
破損
汚損

改姓
改名

退会

①手続 ②手数料納入

不要

不要

③会員証発行

再発行の理由を記載し、会員
管理システム専用窓口
（jats-manager@umin.net）
まで申請。
破損・汚損した会員証は自身
で処分

①に続き、再発行料
￥3,000（税込）を納入

口座：
みずほ銀行飯田橋支店
普通預金2288186

名義：
特定非営利活動法人日本胸
部外科学会
トクヒ）ニホンキョウブゲカ
ガッカイ

※振込人名を必ず入力

新旧の姓名を併記した書面
と既存の会員証を同封し事
務局へ郵送

退会の旨、会員管理システム専用窓口（jats-manager@umin.net）に申請、または会員
専用ページより申請。会員証は自身で処分

9月6日（金）までの受付分は
10月初旬順次発送

7日（土）以降の受付分は
2014年秋に発送

当年2013年度（会計期間：2012/8/1～ 2013/7/31）も残すところ、2週間となり
ました。年会費未納の方はご納入をお急ぎください。特に、2年分会費未納
（2012～ 13年度）の場合は、8/1で定款により未納退会となってしまいます。至
急7/31までにご納入ください。

また、2014年3月に評議員選挙が行われます。有権者は2013/9/1までに2013年
度までの会費を完納した正会員となります。正会員の方はこちらもお忘れなく。

お急ぎください！ 年会費納入と評議員選挙について

っ
た
委
託
事
業
「
新
医
療
機
器
使

用
要
件
等
基
準
策
定
事
業
（
肺
動

脈
用
弁
付
き
血
管
）
コ
ン
テ
グ
ラ

使
用
基
準
管
理
委
員
会
」
の
活
動

報
告
書
が
厚
生
労
働
省
に
提
出
さ

れ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

（
４
）
呼
吸
療
法
認
定
士
認
定
委

員
会平

成
24
年
度
活
動
報
告
書
（
講

習
会
及
び
試
験
結
果
）
が
報
告
さ

れ
、
委
員
会
運
営
費
支
払
い
の
件

は
承
認
さ
れ
た
。

（
５
）
臓
器
移
植
関
連
学
会
協
議

会
報
告
事
項　

１
）
脳
死
下
で
の

臓
器
移
植
が
思
っ
た
ほ
ど
伸
び
て

い
な
い
の
で
、
増
加
さ
せ
る
方
向

性　

２
）
適
応
評
価
委
員
会
で
判

定
し
て
い
る
移
植
希
望
者
の
増
加

で
人
的
、
経
済
的
負
担
が
か
な
り

大
き
く
な
っ
て
い
る
の
で
こ
の
基

盤
を
ど
う
す
る
か
に
つ
い
て
協
議

会
で
検
討
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今
回
の
胸
部
外
科
今
昔
は
名
古
屋
市

立
大
学
名
誉
教
授
の
正
岡　

昭
先
生
に

御
玉
稿
を
賜
り
ま
し
た
。

正
岡
先
生
は
、「
肺
移
植
や
内
視
鏡

手
術
を
知
ら
な
い
世
代
」
の
外
科
医
と

し
て
、
自
ら
の
50
年
の
呼
吸
器
外
科
の

経
験
を
述
べ
て
お
ら
れ
ま
す
。
先
生
は

肺
結
核
外
科
全
盛
時
代
や
肺
癌
外
科
へ

の
急
激
な
変
動
時
期
に
活
躍
さ
れ
、
気

管
気
管
支
外
科
、
漏
斗
胸
、
胸
腺
外
科

な
ど
多
く
の
領
域
で
独
自
の
術
式
を
開

発
さ
れ
ま
し
た
。「
根
治
を
も
と
め
て

切
除
範
囲
を
ど
ん
ど
ん
拡
大
し
て
い

く
」
飽
く
な
き
探
求
心
は
、
い
つ
の
時

代
も
外
科
医
に
求
め
ら
れ
る
基
本
姿
勢

と
思
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
日
本
胸
部
外
科
学
会
で

は
関
連
3
分
野
の
専
門
医
制
度
の
専
門

医
資
格
要
件
、
各
種
セ
ミ
ナ
ー
お
よ
び

胸
部
外
科
学
術
調
査
等
に
お
い
て
、
各

分
野
が
綿
密
な
連
携
を
維
持
し
て
き
ま

し
た
。
新
た
な
専
門
医
制
度
の
構
築
が

行
わ
れ
て
い
る
現
在
、
各
専
門
医
制
度

は
日
本
胸
部
外
科
学
会
を
基
盤
に
、
連

携
を
更
に
強
化
し
、
社
会
に
意
見
を
発

信
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
専
門

医
制
度
特
集
と
し
て
、
今
号
で
は
心
臓

血
管
外
科
専
門
医
制
度
の
橋
本
代
表
幹

事
と
食
道
外
科
専
門
医
制
度
の
梶
山
委

員
長
に
最
新
の
情
報
を
御
寄
稿
頂
き
ま

し
た
。
次
号
で
は
、
呼
吸
器
外
科
と
胸

部
外
科
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

シ
リ
ー
ズ「
若
手
医
師
の
立
場
か
ら
」

は
今
回
で
10
回
目
の
掲
載
（
3
年
目
）

に
な
り
ま
す
。
多
く
の
若
手
胸
部
外
科

医
が
熱
心
な
指
導
者
の
も
と
、
素
晴
ら

し
い
修
練
を
積
ん
で
お
ら
れ
る
こ
と
が

伺
わ
れ
ま
す
。
今
後
と
も
沢
山
の
御
寄

稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

広
報
委
員
会
副
委
員
長　

角　

秀
秋

編
集
後
記

豊
富
な
症
例
に

携
わ
れ
る

充
実
し
た
日
々

初
期
臨
床
研
修
が
義
務
化
さ

れ
て
か
ら
数
年
が
経
ち
、
多
く
の

先
輩
医
師
が
一
般
病
院
で
初
期
研

修
を
行
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

私
も
豊
富
な
症
例
を
経
験
し
た
い

と
考
え
、
初
期
研
修
先
に
一
般
病

院
を
選
択
し
ま
し
た
。
学
生
の
頃

か
ら
外
科
医
に
な
り
た
い
と
考
え

て
い
ま
し
た
が
、
外
科
の
み
に
と

ら
わ
れ
ず
幅
広
い
研
修
が
で
き
る

こ
と
が
魅
力
で
し
た
。
私
の
期
待

通
り
、
初
期
研
修
の
2
年
間
は
大

変
充
実
し
た
も
の
と
な
り
ま
し

た
。
気
の
置
け
な
い
仲
間
と
過
ご

し
た
2
年
間
は
一
生
忘
れ
る
こ
と

の
な
い
貴
重
な
経
験
で
す
。

初
期
研
修
修
了
後
は
同
じ
病

院
で
4
年
間
の
一
般
外
科
後
期
研

修
を
開
始
し
ま
し
た
。
消
化
器
外

科
、
呼
吸
器
外
科
、
小
児
外
科
が

大
き
な
1
つ
の
チ
ー
ム
と
し
て
活

動
し
て
お
り
、
様
々
な
症
例
を
経

験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
後

期
研
修
が
進
む
に
つ
れ
、
食
道
外

科
と
呼
吸
器
外
科
に
興
味
を
持
つ

よ
う
に
な
り
、
積
極
的
に
胸
部
外

科
の
症
例
に
関
わ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
計
1
ヶ
月
の
海
外
研
修

で
は
米
国
の
病
院
へ
見
学
に
行

き
、
胸
部
外
科
の
中
で
も
良
性
疾

患
に
対
す
る
外
科
治
療
や
移
植
医

療
に
強
い
印
象
を
受
け
た
と
と
も

に
、
臨
床
留
学
へ
の
思
い
が
強
く

な
り
ま
し
た
。

昨
年
か
ら
は
出
身
大
学
の
胸

部
外
科
（
心
臓
・
呼
吸
器
外
科
）

へ
移
り
ま
し
た
。
前
施
設
で
は
心

内藤 敬嗣
（東京大学医学部附属病院　胸部外科）
卒業大学：東京大学
2006年 東京大学医学部医学科卒業
2006年 亀田総合病院 初期研修医
2008年 亀田総合病院 外科後期研修医
2012年 東京大学医学附属病院 
 胸部外科
趣味：映画鑑賞、ウェイトトレーニング
好きな言葉：堅忍持久

専
門
医
を
取
得
さ
れ
て
い
る
、
も
し
く
は
取
得
を
目
指
す
若
手
の
先
生
方
に
、

日
々
感
じ
て
い
る
こ
と
、
将
来
の
目
標
な
ど
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

若
手
医
師
の
立
場
か
ら

臓
外
科
の
研
修
が
十
分
で
き
な
か

っ
た
た
め
、
最
初
に
心
臓
外
科
の

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
卒
後
7

年
目
に
し
て
初
め
て
の
大
学
病
院

勤
務
で
あ
り
、
後
期
研
修
医
時
代

と
異
な
る
分
野
で
あ
っ
た
た
め
、

戸
惑
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、

周
り
の
方
々
に
支
え
ら
れ
て
充
実

し
た
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

豊
富
な
心
臓
外
科
症
例
に
携
わ

り
、
学
生
や
初
期
研
修
医
の
時
期

の
心
臓
外
科
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
よ

り
も
更
に
楽
し
く
感
じ
ま
し
た
。

ま
た
、
心
臓
移
植
や
補
助
人
工
心

臓
治
療
を
経
験
し
、
移
植
医
療
へ

の
興
味
が
強
く
な
り
ま
し
た
。
そ

し
て
、
悩
ん
だ
末
に
専
門
分
野
と

し
て
心
臓
外
科
を
選
択
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。
そ
の
選
択
を
支
持

し
て
く
だ
さ
っ
た
上
司
、
同
僚
に

感
謝
し
て
い
ま
す
。
当
面
の
目
標

と
し
て
、
心
臓
血
管
外
科
専
門
医

取
得
、
学
位
取
得
、
臨
床
留
学
を

目
指
し
、
日
々
修
練
を
積
み
、
精

進
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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久留米大学外科学講座 教授　明石 英俊

「
ア
カ
シ
！
」
と
大
き
な
声
で
叫

ば
れ
、
約
15
年
ぶ
り
の
再
会
を
果

た
し
ま
し
た
。Borst

教
授
は
補

聴
器
は
つ
け
て
お
ら
れ
ま
し
た

が
、
喋
り
は
普
通
で
あ
り
、
記
憶

も
確
か
で
、
毅
然
と
し
た
雰
囲
気

を
漂
わ
せ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
私

の
考
え
過
ぎ
に
、
恥
ず
か
し
く
な

っ
た
次
第
で
し
た
。

翌
日
午
後
か
ら
記
念
の
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
とelephant trunk

の

ラ
イ
ブ
が
行
わ
れ
、
会
の
冒
頭
に

私
も
紹
介
さ
れ
，
挨
拶
を
い
た
し

ま
し
た
。
昔
の
ハ
ノ
ー
バ
ー
の
同

僚
や
、
現
在
の
ハ
ノ
ー
バ
ー
の
若

手
先
生
の
発
表
な
ど
が
あ
り
、
昔

か
ら
の
い
ろ
ん
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
も

含
め
て
プ
レ
ゼ
ン
さ
れ
、
最
後
に

Borst

教
授
秘
書
の
話
で
終
了
の

予
定
で
し
た
。そ
の
頃
に
な
っ
て
、

私
の
横
に
70
歳
前
後
の
白
人
男
性

が
顔
を
隠
し
て
こ
っ
そ
り
と
座
ら

れ
ま
し
た
。そ
し
て
、最
後
の
プ
レ

ゼ
ン
が
終
了
し
た
と
思
い
き
や
、

D
r Ziem

er

（
現
シ
カ
ゴ
）が
突
然
、

特
別
ゲ
ス
ト
を
紹
介
し
ま
す
と
言

っ
て
、
私
の
横
の
男
性
を
指
さ
し

ま
し
た
。
そ
こ
に
は
カ
ウ
ボ
ー
イ

ハ
ッ
ト
を
被
っ
たStanford
の

Crigue M
iller

教
授
が
座
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
し
て
、
階
段
を
下
り
、

壇
上
に
上
が
り
、
ハ
ン
ス
（Borst

教
授
のfirst nam

e

）
と
呼
び
、

誕
生
日
お
め
で
と
う
、
そ
し
て

elephant trunk 

30
周
年
お
め
で

と
う
と
大
き
な
声
で
お
祝
い
を
言

っ
た
の
で
す
。
会
場
の
ほ
と
ん
ど

の
人
は
あ
っ
け
に
と
ら
れ
て
、
何

が
起
こ
っ
た
の
か
わ
か
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、直
ぐ
に
気
づ
い
て
、盛

大
な
拍
手
が
鳴
り
響
き
ま
し
た
。

M
iller

教
授
の
プ
レ
ゼ
ン
は
数
分

で
終
了
し
、
そ
の
会
は
閉
会
と
な

り
、
夜
７
時
か
ら
ハ
ノ
ー
バ
ー
旧

市
庁
舎
でreception & party

が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
会
は
主

にBorst

教
授
の
85
歳
誕
生
日
祝

い
の
雰
囲
気
で
し
た
。
約
１
５
０

日
本
胸
部
外
科
学
会
の
会
員

の
皆
さ
ん
はH

.G
.Borst

と
言
う

名
前
を
当
然
な
が
ら
ご
存
知
の
こ

と
と
思
い
ま
す
が
、
一
部
の
若
い

先
生
方
は
ご
存
知
で
は
な
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。Borst

教
授
の
大
動

脈
外
科
へ
の
貢
献
は
顕
著
た
る
も

の
が
あ
り
、な
か
で
も
１
９
６
４
年

の
弓
部
手
術
で
の
超
低
体
温
循
環

停
止
で
のrepair

手
術
、そ
し
て
、

１
９
８
２
年
のElephant trunk

法
の
発
表
が
あ
り
、Hannover

医

科
大
学
を
有
名
に
さ
れ
た
教
授
で

す
。
日
本
へ
も
た
び
た
び
来
日
さ

れ
、
日
本
胸
部
外
科
学
会
の
名
誉

会
員
で
も
あ
り
ま
す
。
私
は
１
９

９
１
年
か
ら
１
９
９
２
年
に
か
け

て
こ
のH

annover

医
科
大
学（
Ｍ

Ｈ
Ｈ
）
に
留
学
致
し
ま
し
た
。
私

が
ド
イ
ツ
に
到
着
当
時
は
ハ
ノ
ー

バ
ー
に
は
現
在
金
沢
大
学
の
教
授

で
あ
る
渡
辺
剛
先
生
が
留
学
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
私
は
生
活
の
た
め

の
住
居
や
車
や
家
具
な
ど
を
準
備

す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
が
、
ド

明石 英俊
（久留米大学外科学講座）
卒業大学：久留米大学医学部医学科
1982年　久留米大学卒業・第二外科入局
1991年　ドイツハノーバー医科大学留学
1992年　帰国後外科助手
1997年　講師
2005年　助教授
2011年　外科学講座（血管外科）教授
趣味：ゴルフ、日独協会会員
好きな言葉：得意淡然、失意泰然

イ
ツ
語
を
話
せ
な
い
私
を
渡
辺
先

生
が
サ
ポ
ー
ト
し
て
頂
き
、
ど
う

に
か
生
活
の
準
備
が
で
き
た
の

が
、
実
情
で
し
た
。
そ
れ
か
ら
，

私
は
ド
イ
ツ
の
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン

の
ド
イ
ツ
語
学
校
に
行
き
、
3
ヶ

月
後
か
ら
仕
事
を
開
始
し
ま
し

た
。
そ
の
後
約
1
年
間
ハ
ノ
ー
バ

ー
で
臨
床
の
仕
事
を
勤
め
、来
る
日

も
来
る
日
も
手
術
で
し
た
が
、
１

９
９
２
年
の
夏
に
日
本
に
帰
っ
て

参
り
ま
し
た
。
そ
の
後
も
、Borst

教
授
やH

arverich

教
授
が
来
日

さ
れ
た
時
は
お
会
い
し
て
い
ま
し

た
が
、今
回
、留
学
か
ら
20
年
経
っ

て
、
ハ
ノ
ー
バ
ー
か
らElephant 

trunk 

30
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
開
催
す
る
と
の
連
絡
が
入
り

ま
し
た
。
そ
の
ハ
ー
バ
リ
ッ
ヒ
か

ら
のinvitation

に
はBorst

教
授

の
85
歳
の
誕
生
祝
い
も
同
時
に
行

う
と
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。
私
と

し
ま
し
て
は
、変
に
考
え
す
ぎ
て
、

Borst

教
授
が
あ
ま
り
体
調
が
よ

く
な
く
、
年
齢
的
に
も
厳
し
い
状

況
な
の
か
も
し
れ
な
い
と
思
い
、

今
回
は
、参
加
す
る
こ
と
に
し
て
、

11
月
８
日
に
一
人
で
ハ
ノ
ー
バ
ー

に
向
か
い
ま
し
た
。
前
日
の
夕
方

に
ハ
ノ
ー
バ
ー
の
ホ
テ
ル
に
到
着

し
、
一
人
で
ホ
テ
ル
の
レ
ス
ト
ラ

ン
で
食
事
し
て
い
ま
し
た
ら
、
い

き
な
りBorst

教
授
が
し
っ
か
り

し
た
足
取
り
で
、
食
事
に
入
っ
て

来
ら
れ
、
私
を
見
つ
け
る
な
り
、

左から私（明石英俊）とBorst教授とDr. Ziemerです

人
の
出
席
者
で
、Borst

教
授
の
ミ

ュ
ン
ヘ
ン
時
代
の
ビ
デ
オ
紹
介

（
恩
師
：Zenker

教
授
）な
ど
が
あ

り
、
心
臓
血
管
外
科
の
歴
史
を
感

じ
さ
せ
る
パ
ー
テ
ィ
で
し
た
。
私

は
ゲ
ス
ト
の
席
で
、
横
はM

iller

教
授
で
、
度
々Borst

教
授
が
来

ら
れ
私
た
ち
も
大
変
な
歓
迎
を
受

け
ま
し
た
。

ハ
ノ
ー
バ
ー
留
学
か
ら
20
年

を
経
過
し
、
今
回
ハ
ノ
ー
バ
ー
を

訪
れ
ま
し
た
が
、Borst

教
授
や

当
時
の
ス
タ
ッ
フ
か
ら
の
歓
迎
を

受
け
、
大
変
思
い
出
深
い
、
楽
し

い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
当
時
は
大
変
な
苦
労
も
い

た
し
ま
し
た
が
、
こ
の
よ
う
に
20

年
経
っ
て
も
、
今
回
の
よ
う
な
交

流
を
持
て
た
こ
と
で
、
当
時
の
苦

労
を
忘
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
近

年
、
欧
米
へ
の
留
学
者
が
減
少
し

て
い
る
話
を
よ
く
耳
に
し
ま
す

が
、
留
学
の
内
容
は
様
々
で
し
ょ

う
が
、
外
の
世
界
で
仕
事
す
る
こ

と
も
苦
労
は
多
い
で
し
ょ
う
が
、

貴
重
な
経
験
に
な
り
、
新
し
い
世

界
や
友
人
も
創
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

今
回
、
20
年
ぶ
り
に
ハ
ノ
ー

バ
ー
を
訪
れ
、Borst

教
授
や
当

時
の
ス
タ
ッ
フ
と
再
会
で
き
、
有

意
義
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
加
え
てBorst

教
授

は
日
本
胸
部
外
科
学
会
の
多
く
の

会
員
の
方
々
と
も
親
交
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
報
告
を
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。


